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１ 情報の内容 

  山間地等の常発地および一部の平坦地において、葉いもちが散見されており、極

一部ではあるが、ずり込みほ場も確認されている。 

  梅雨明け後は、高温条件で経過しており、今後も平年に比べ晴れの日が多く、平

均気温は平年並から高いと予想され、本病の発生に助長的ではない。しかし、山間地

等の葉いもち多発ほ場では、今後、穂いもちの発生が懸念される。そのため、穂ばらみ

期および穂揃い期の防除を徹底する必要がある。 

 

２ 発生状況等 

（１）７月２４日現在、山間地等の常

発地および一部の平坦地において、

葉いもちが散見されており、極一

部ではあるが、ずり込みほ場も確

認されている。 

（２）ブラスタムによる葉いもちの感

染好適条件または準感染好適条件

は、７月１５日、７月１８日、７

月２３日に広域で出現した（表１）。 

（３）７月２３日発表の気象１か月予

報によると、平年に比べ晴れの日

が多く、平均気温は平年並または

高い確率ともに４０％と予想され

ている。 

（４）今後の気象は、本病の発生に助

長的ではないが、山間地等の葉い

もち多発生ほ場では、穂いもちの発生が懸念されることから、穂ばらみ期および

穂揃い期の防除を徹底する必要がある。 

 

３ 防除上注意すべき事項 

（１）穂いもちは発生してからの防除が困難であるため、穂ばらみ期および穂揃い期

の２回、いもち病単剤またはこれらを含む混合剤の粉剤、水和剤などを用いて防

除を徹底する。なお、降雨が続く場合は、雨の止み間をみて防除を行う。この場

合、散布後約３時間経過すれば、降雨の影響は少ない。 

（２）穂いもち防除を目的として粒剤を使用する場合は、各薬剤の使用基準を確認し

て、出穂前の所定の時期に湛水散布する。湛水散布にあたっては、農薬のラベル

に記載されている止水に関する注意事項等を確認するとともに、止水期間を１週

間程度とし、また、農薬の流出を防止するために必要な措置を講じるように努め

る。 

（３）葉いもちは穂いもちの伝染源となるため、葉いもちの進展が止まっていないほ

場では、治療剤、予防・治療剤あるいはこれらを含む混合剤を用いて葉いもち防

除を行う。 

（４）防除に当たっては、農薬の使用基準を遵守するとともに、使用上の注意事項を

守り、散布作業者の安全の確保に努める。特に、葉いもちの追加防除を行ったほ

場では、農薬の総使用回数を超えないよう十分注意して穂いもち防除を行う。 

（５）本県では、ストロビルリン系薬剤耐性菌が発生しているので、本系統薬剤の使

用を控える。 

 表１　ブラスタムによる感染好適日の出現状況

日付 鳥取 青谷 岩井 智頭 倉吉 塩津 米子 境 茶屋

7/12 － － － － － － － － －

7/13 － － － － － － － － －

7/14 － － － － － － － － －

7/15 － ○ － ○ － － － － －

7/16 － － － － － － － － －

7/17 － － － － － － － － －

7/18 － ○ ○ ○ － － － － ●

7/19 － － － － － － － － －

7/20 － － － － － － － － －

7/21 － － － － － － － － －

7/22 － － － － － － － － －

7/23 － ○ ○ ○ － － － － ●

7/24 － － － － － － － － －

7/25 － － － － － － － － －

7/26 － － － － － － － － －

 注）●感染好適日、○準感染好適日


